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１．事業概要 

（１）事業計画の概要 
全体図（概念図） 

 

ひょうご舞台芸術魅力拡充事業 ひょうご「心の広場」ステップアッププロジェクト

（平成３１年～令和２年度） （令和３年～令和７年）

開館からのにぎわいの安定・継続 開館２０周年に向けた「新たなステージ」の取組

と新たなチャレンジ ・コロナ禍での舞台芸術の継続の模索

にぎわい続ける劇場であり続ける ⇒劇場空間での鑑賞による感動の提供・人のつながり

（安定・継続）とともに、新たなチャレンジ ・開館20周年に向けたにぎわいの安定・継続（ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ力とﾌﾛﾝﾃｨｱ力）

により県民生活の質的向上 ⇒飽きさせない新しさの提供「人生を通じて楽しめる劇場空間の創出」

　本格的創造公演による楽しさを感じる劇場 次世代の担い手育成とまちのにぎわいを作る劇場

　他では観られない楽しさ、醍醐味、新しい発見 アートマネジメント、舞台技術の継承と地域創生

　わくわく感の醸成 ・管弦楽団アカデミー要素の発揮、アンサンブル力強化

　（芸術監督プロデュースオペラ（国際水準）） 市町文化施設スタッフのスキルアップ、連携強化

　（普及系プロデュースオペラ（中ホール）） （シーズン・オープニング・フェスティバル）

　（CuttingEdgeKYOGEN（演劇的古典芸能）） （小学校・特別支援学校へのアウトリーチ）

・大学（芸術文化観光専門職大学）等との連携

　劇場での実務体験受入、大学での講義実施

・トップレベルの劇場として実績継続 ・地域の人材・組織の活用・支援

・我が国の実演芸術の国際ﾌﾟﾚｾﾞﾝｽに貢献 （普及系プロデュースオペラ（中ホール））

・県民生活の質的向上、芸術文化を通じた地域創生推進

・地域拠点劇場として、にぎわいづくりの核となる ・人材を育て、世界に発信する アカデミー機能の充実

・芸術文化を通じ、心の豊 かさを実感できる社会の実現 ・実演芸術における専門的人材育成

　親近感と期待感を感じる劇場 ネットワークのハブとしての魅力創造を発揮する劇場

　舞台芸術のわかりやすい紹介 情報・人材の交流、公演の連携

　子どもたち（次世代）へのアプローチによる拡がり ・県内外ﾎｰﾙ・芸術文化団体とﾈｯﾄﾜｰｸ事業、民俗芸能祭

　・子どもたち（次世代）へ　 子どもの日ｺﾝｻｰﾄ （県内市町連携：ﾊｲﾗｲﾄ･ｺﾝｻｰﾄ、ｼｰｽﾞﾝ･ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ･ﾌｪｽ）

　　　　　　　　　　　　　　　 　　バックステージツアー （関西劇場、芸術団体連携：普及系プロデュースオペラ

　・レクチャー事業（ハイライトコンサート、プレレクチャー） （全国劇場：共同制作オペラ、音楽・演劇公演の提携）

　・特色あるシリーズ企画 ・人材育成事業

　　（世界音楽図鑑、クリスマスジャズ、ステップシリーズ） （長期研修受入（学生・劇場関係者）、大学との連携）

　・低料金で親しみやすい良質な公演（ﾜﾝｺｲﾝ･ｻﾝｻｰﾄ）

　・地域拠点劇場として、にぎわいづくりの核となる 

　・劇場を核としたまちのにぎわいの創出 　・次世代人材育成

　・地域の拠点劇場として文化振興の核となる

感染症や建築等の専門家の監修を受けながら感染拡大予防ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝに基づく公演等の

実施。安心・安全・快適な公演環境（鑑賞者･出演者･ｽﾀｯﾌにとって）ﾓﾃﾞﾙの再構築・提示

感染拡大防止・感染リスクの軽減、インターネット配信等

ｱ ﾄｶ 

ｱ ﾄｶ 

国際水準の創造発信 人材養成

ｱ ﾄｶ 

ｱ ﾄｶ 

舞台芸術の普及 ネットワーク形成

withコロナ、afterコロナ



（２）令和５年度実施事業一覧 
番 
号 

事業名 
主な実施日程 概 要 

（演目、主な出演者、スタッ

フ等） 

（演目、主な出演者、スタッフ

等） 

入場者・参加者数（人） 
主な実施会場 

1 

佐渡裕芸術監督プロデ

ュースオペラ 「ド

ン・ジョヴァンニ」 

7/14（金）～23（日） [指揮］佐渡裕（芸術文化ｾﾝ

ﾀｰ芸術監督）[管弦楽］兵庫

芸術文化ｾﾝﾀｰ管弦楽団 

目標値 11,945 

兵庫県立芸術文化ｾﾝﾀｰ KOBELCO 大ﾎｰ

ﾙ 
実績値 14,409 

2 

佐渡裕芸術監督プロデ

ュースオペラ 「ド

ン・ジョバンニ」ハイ

ライトコンサート～え

えとこどり！ 

4/19（水）20(木)23 (日)29(土)5/3

（水･祝）6（土）7（日）14（日） 

[出演]下林一也（ﾊﾞﾘﾄﾝ）白

石優子（ｿﾌﾟﾗﾉ）_他 [舞台

監督］芸術文化ｾﾝﾀｰｽﾀｯﾌ 
目標値 3,840 

兵庫県立芸術文化ｾﾝﾀｰ阪急中ﾎｰﾙ_他

県内ﾎｰﾙ 
実績値 4､003 

3 

佐渡裕芸術監督プロデ

ュースオペラ 「ド

ン・ジョバンニ」ワン

コイン・プレレクチャ

ー 

①5/25（木） 

②6/16（金） 

①[講師］根本卓也（指揮者､

ﾁｪﾝﾊﾞﾛ奏者）②[講師］井内

美香（ｵﾍﾟﾗ･ｷｭﾚｰﾀｰ） 

目標値 2,720 

兵庫県立芸術文化ｾﾝﾀｰ阪急中ﾎｰﾙ 
実績値 3,132 

4 （中止） 

  
目標値  

 実績値  

5 

オペラプロジェクト

2024 「卒塔婆小町」／

「赤い陣羽織」 

2/10（土）11（日） [指揮]牧村邦彦（大阪音大

教授）[演出]茂山千三郎（狂

言師）[出演]並河寿美_他 

目標値 1,040 

兵庫県立芸術文化ｾﾝﾀｰ阪急中ﾎｰﾙ 
実績値 1,182 

6 

兵庫芸術文化センター

管弦楽団シーズン・オ

ープニンング・フェス

ティバル 

9/1（金）～3(日) [指揮・芸術監督］佐渡裕 

[管弦楽］兵庫芸術文化ｾﾝﾀｰ

管弦楽団 

目標値 830 

洲本市文化体育館 
実績値 838 

7 

兵庫芸術文化センター

管弦楽団小学校・特別

支援学校へのアウトリ

ーチ 

5/15(月)6/21(水)22(木) 

12/6 日(火)7 日(水) 

1/17(水)18(木) 

[概要］芸術文化ｾﾝﾀｰ管弦楽

団有志による小学校と特別

支援学校アウトリーチ 

目標値 500 

県内小学校・特別支援学校 
実績値 1,435 

8 
ひょうご能『船弁慶 

重キ前後之替』 

9/24（日） [出演者]上田拓司（西宮市

在住）福王和幸（西宮市出

身、重要無形文化財保持者） 

目標値 400 

兵庫県立芸術文化ｾﾝﾀｰ阪急中ﾎｰﾙ 
実績値 540 

9 

宮川彬良＆アンサンブ

ル・ベガ こどもの日

スペシャル♪ 

5/5(金・祝) [概要]宮川彬良と各オーケ

ストラの首席奏者 8 名によ

る本格的ｸﾗｼｯｸｺﾝｻｰﾄ。 

目標値 1,107 

兵庫県立芸術文化ｾﾝﾀｰ KOBELCO 大ﾎｰ

ﾙ 
実績値 964 

10 

世界音楽図鑑 ワール

ド・ミュージック・シリ

ーズ 2023 

7/12（水）9/18（月・祝）10/22

（日）12/1（金）1/20（土） 

[概要]世界各地の民族音楽

やパフォーマンスを紹介す

る人気シリーズ。 

目標値 1,970 

兵庫県立芸術文化ｾﾝﾀｰ阪急中ﾎｰﾙ_他 
実績値 2,359 

11 
クリスマス・ジャズ・フ

ェスティバル 2023 

12/6(水)8(金)12(火)14（木）21

（木）24(日) 

 

[概要] 毎年 12月に Hyogo ｸ

ﾘｽﾏｽ・ｼﾞｬｽﾞ・ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙとし

て実施。 

目標値 5,085 

兵庫県立芸術文化センター神戸女学

院小ホール_他 実績値 5,899 

12 

ｽﾃｯﾌﾟｼﾘｰｽﾞ世界音楽図

鑑 ﾜｰﾙﾄﾞ・ﾐｭｰｼﾞｯｸ・ｼﾘ

ｰｽﾞ 2023「小松亮太（ﾊﾞ

ﾝﾄﾞﾈｵﾝ）昭和ﾀﾝｺ ・゙プレ

イバック～碧空 

10/22（日） [概要]若年層を中心とした

ﾌｧﾝ拡大に資する入門的な

公演を実施。 

目標値 1,630 

兵庫県立芸術文化ｾﾝﾀｰ KOBELCO 大ﾎｰ

ﾙ 
実績値 1,967 



13 

河村尚子 シューベル

ト・プロジェクト～河

村尚子＆アレクサンド

ル・メルニコフ～ 

11/17（金） [出演者]河村尚子(西宮市

出身)､ｵｰﾙ・ｼｭｰﾍﾞﾙﾄ・ﾌﾟﾛｸﾞ

ﾗﾑ最終回（3~5 年度実施） 

目標値 365 

兵庫県立芸術文化ｾﾝﾀｰ神戸女学院小

ﾎｰﾙ 
実績値 406 

14 
ワンコイン・コンサ

ート 

4/18(火)5/16（火）6/22（木）

8/18（金）9/12(火)曜（火） 

[概要]ﾜﾝｺｲﾝ（500 円）公演

時間は正午前後の 1 時間、

関西若手演奏家による。 

目標値 14,000 

10/17(火)11/22(水)12/14(木)2/20

（火）3/6（水） 
実績値 18,458 

15 

ワンコイン・コンサ

ート No.1 アーティス

ト 2022 

3/19（火） [出演]前年度のﾜﾝｺｲﾝ･ｺﾝｻ

ｰﾄで最も反響の大きかっ

たｱｰﾃｨｽﾄによる公演 

目標値 360 

兵庫県立芸術文化ｾﾝﾀｰ神戸女学院

小ﾎｰﾙ 
実績値 401 

16 
なるほどバックステ

ージツアー2023 

5/17（水）8/30（水）9/27（水）･

28（木）10/31（火）11/28（火）

1/24（水） 

[概要]照明･音響の設備操

作ができる体験型の企画。

劇場への親しみを醸成 

目標値 800 

兵庫県立芸術文化センター各ホー

ル 
実績値 765 

※ …新型コロナウイルス感染症の影響があったもの 

 

  



２．自己評価 

（１）妥当性 
自己評価 

事業計画に必要な構成要素が有機的に連関し、当初の予定通りに事業が進められているか。 

兵庫県立芸術文化ｾﾝﾀｰは、阪神・淡路大震災からの『心の復興・文化の復興』のｼﾝﾎﾞﾙとして設置。劇場

に来館し、舞台芸術という非日常を楽しみ、気持ちを新たに日常生活を楽しむ『舞台芸術を通じて人とま

ちを元気にする』ことをﾐｯｼｮﾝとし 

①ｺﾛﾅ禍での舞台芸術の継続の模索（劇場空間での鑑賞による感動の提供・人とのつながり） 

②開館 20 周年に向けたにぎわいの安定・継続（人生を通じて楽しめる劇場空間の創出）を掲げ、地域の特

性・ﾆｰｽﾞと芸術文化センターの強みを十分に生かした、ひょうご「心の広場」ｽﾃｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄを実施。 

(1)年間主催公演数 335 公演（目標 300 公演）     (2)年間ﾎｰﾙ稼働日数 339 日（目標 300 日）  

(3)年間公演入場者数 45 万人（目標 50 万人）          (4)主催公演入場率  92.2%（目標 88%） 

(5)主催公演満足度 98.1%（目標 95%） 

当初の予定通り公演を実施。来館者数はｺﾛﾅ禍前の約 8 割まで回復。ｺﾛﾅ禍の影響を受けつつ、劇場が県民

の心の拠り所として、劇場を通して人と人との絆をつなぐ事に寄与、にぎわいの安定・継続に寄与。 

助成に値する文化的、社会的、経済的意義等が継続して認められるか。 

専門性のあるﾎｰﾙ（施設）、専門性をもった人材（劇場運営、ｱｰﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ、舞台技術）によって地域のﾆｰｽﾞに応え

た事業・ﾆｰｽﾞを掘り起こす事業を実施。また、国際ﾌﾟﾚｾﾞﾝｽを向上する事業を実施し、人材育成（基盤整備：若手

出演者への出演機会提供、地元人材活用、他館との連携によるｽｷﾙｱｯﾌﾟ）に努め、下記の各事業の達成状況より助

成に値する文化的、社会的、経済的意義が継続して認められる。 

1.国際水準の創造公演を通じた世界への発信（文化的意義） 

 「佐渡芸術監督ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽｵﾍﾟﾗ」は、世界ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙのｷｬｽﾄやｽﾀｯﾌの招聘により、兵庫から世界に向け、国際水準

の芸術性を備えたｵﾍﾟﾗ公演を実現し、我が国の実演芸術の国際ﾌﾟﾚｾﾞﾝｽに貢献。ｵﾍﾟﾗ鑑賞機会の少ない関西圏域

において、質の高い公演を低価格で実現し、ﾋﾞｷﾞﾅｰとﾘﾋﾟｰﾀｰを年々拡充。「普及系ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽｵﾍﾟﾗ」と共に、出演

者、ｽﾀｯﾌと地域人材の積極登用を図り、地域人材の育成、地域経済へ貢献。複数の感染症専門家の監修を仰ぐな

ど、感染拡大防止に最大限配慮しながら実施。関連ｲﾍﾞﾝﾄ（ﾌﾟﾚﾚｸﾁｬｰ、県内各地で実施のﾊｲﾗｲﾄｺﾝｻｰﾄ等）も合わせ

てｵﾍﾟﾗﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄとして展開し、まちのにぎわいを創出。 

2．人材養成事業を通じた地域や世界への貢献（社会的意義） 

・専属管弦楽団（通称：PAC）の設置は持続的な創造活動を支える柱であるとともに、ｱｶﾃﾞﾐｰ機能として世界に向

けて優秀な人材を輩出することで、国際ﾌﾟﾚｾﾞﾝｽ向上を発揮。県内各地域で行う「ｼｰｽﾞﾝ･ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ･ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」は、

地域の音楽文化の熟成と地域のにぎわい作りに寄与するもとともに、県内文化施設ｽﾀｯﾌのｽｷﾙｱｯﾌﾟに貢献。「小学

校・特別支援学校ｱｳﾄﾘｰﾁ」を実施し実演芸術の魅力を届けていく活動を展開。 

3．普及事業を通じた地域のにぎわいづくり（経済的意義）【資料 1】経済波及効果、【資料 2】住みたい街ﾗﾝｷﾝｸﾞ 

・世界各地の音楽をｼﾘｰｽﾞで紹介「世界音楽図鑑」、兵庫県ゆかりの演目や人材を古典芸能で取り上げ、地域の魅

力を再発見する「ひょうご能」など特色あるﾗｲﾝﾅｯﾌﾟの提供で、県民の幅広い期待に応えた。 

・低価格で親しみやすい事業（「ﾜﾝｺｲﾝ･ｺﾝｻｰﾄ」等）を実施し、広範囲な観客を招き、舞台芸術ﾌｧﾝの裾野拡大と若

手演奏家への演奏機会の提供による人材育成を図った。また、ｺﾝｻｰﾄ終了後には多数の来館者が周辺の商業施設

を回遊し、消費活動を活発化させるなど、経済波及効果に大きく貢献。（経済波及効果：県内 71 億円/年間継続、

関西住みたい街ﾗﾝｷﾝｸﾞ 2023_1 位）。また、助成対象外事業ではあるが、社会包摂プログラムの実施、芸術文化観

光専門職大学の実務研修の受入等、将来を担う人材の育成にも積極的に取り組んだ。 



（２）有効性 
自己評価 

目標を達成し、アウトカムの発現は可能か。 

令和 5 年度は、新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症の感染症法上の位置付けが 5 類感染症に移行したことを受け、過年度に培

った感染拡大防止に配慮しながらも、概ねｺﾛﾅ禍前に近い公演数を実施し『ｺﾛﾅ禍（ｺﾛﾅ後）の舞台芸術の継続』『開

館 20 周年に向けたにぎわいの安定・継続』の目標達成。県民が劇場で舞台芸術に接する機会を積極的に提供。以

下の事業遂行の結果(ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ)により事業成果(ｱｳﾄｶﾑ)が発現している事が認められる。①世界水準の監督ﾌﾟﾛﾃﾞｭ

ｰｽｵﾍﾟﾗをはじめとする多彩な舞台芸術を、多くのﾌｧﾝに支えられながら実施し、高い運営実績を継続、②地域にお

ける『質の高い』創造芸術の発信を継続（創造性、企画力が高く特色ある実演芸術の継続発信）、③親しみやすい

良質な公演など『幅広いﾆｰｽﾞ』に応える公演を継続発信（子どもたち（次世代）へのｱﾌﾟﾛｰﾁなど裾野拡大）④専

属管弦楽団運営やｱｰﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ研修、若手演奏家の登用など優秀な人材を継続的に養成⑤県内劇場とのﾈｯﾄﾜｰｸ、県

外劇場と連携、地域舞台芸術団体へ支援を継続実施                   

ａ ﾄｯﾌﾟﾚﾍﾞﾙとしての実績の継続（芸術とつながる） 

⇒芸術文化ｾﾝﾀｰが発信するｿﾌﾄへの支持・信頼・ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ確立、我が国の実演芸術の水準向上と県民の鑑賞機会拡大 

【指標】高い運営実績 年間主催公演数（R5:335）（目標 300）、年間ﾎｰﾙ稼働日数(R5:339 日)（目標 300 日） 

高い集客力 年間公演入場数(R5:45 万人)(目標 50 万人）、ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽｵﾍﾟﾗ入場者数（R5:14,409 人）（目標 1.2 万人） 

熱心な支持層の形成（10 回以上のﾘﾋﾟｰﾀｰ率 R5:61.4%）（目標 61%）、新しいﾌｧﾝの発掘（初めて来場者率 R5:8.6%）

(目標 8%）、県外観客比率*関西の拠点館として県外への拡大（先行予約会員）（R5:42%）（目標 45%） 

質の高い公演 主催公演入場率（R5：92.2%）(目標 88％)、主催公演満足度（R5：98.1%）(目標 95％) 

*主催公演数をはじめ概ね目標を達成。ｺﾛﾅ禍から脱却し更なる舞台芸術公演への実施に向けて始動。 

ｂ 県民生活の質的向上、芸術文化を通じた地域創生の推進（地域社会とつながる） 

【指標】街のｲﾒｰｼﾞ向上、関西住んでみたい街ﾗﾝｷﾝｸﾞ 1 位「西宮北口」（理由の一つ:公共施設の充実）【資料 2】 

｢仮想評価法｣による社会的便益価値調査（2022 年）*利用価値だけでなく非利用価値の認知の維持（兵庫県民が

芸術文化ｾﾝﾀｰに対して感じる社会的便益は前回調査（2009 年）に比べて倍増「子や孫など、将来世代に必要」「地

域の魅力を高める」といった理由が挙げられている【資料 3】 

兵庫県民意識調査「兵庫の豊かさ指標」（阪神南地域）【資料 4】「住んでいる地域に愛着や誇りを感じる人の割合」

(R5:71.9%)(目標 69％)「お住の市・町では、芸術文化に接する機会があると思う人の割合」（R5:37.8%）（目標 43%） 

ｃ 劇場を核としたまちのにぎわいの創出（地域社会とつながる） 

⇒劇場運営による経済波及効果及び地域経済活性化の促進（経済波及効果（H27）_県内 71 億円、全国 149 億円） 

【指標】にぎわい創出 ｲﾍﾞﾝﾄ実績数・参加者数（R5:702 回、45.8 万人）（目標 700 回・50 万人） 

経済波及効果 生産誘発効果、劇場周辺商業動向 10 周年（H27）高水準を維持⇒開館 20 周年(R7)に調査予定 

ｄ 世界に人材を育て発信するｱｶﾃﾞﾐｰ機能の充実（人と人とのつながり） 

⇒実演芸術におけるｽﾍﾟｼｬﾘｽﾄの育成、兵庫から世界に向けて優秀な人材を発信（管弦楽団卒団生の他ｵｰｹｽﾄﾗ入団） 

【指標】専属管弦楽団ﾒﾝﾊﾞｰ 卒団者数（26 か国 90 楽団(国内 31 楽団）153 人）(R7 迄目標 154 人)【資料 5､6】 

若手演奏家実績*ﾜﾝｺｲﾝ･ｺﾝｻｰﾄ出演者からｾﾝﾀｰ主催事業の出演数（R4:10 人)(目標 8 人）、受賞(R5:1 人)【資料 7】 

ｅ すべての県民が芸術文化を通じ、心の豊かさを実感できる社会の実現（地域・世代を超えたつながり） 

⇒お客様の裾野拡大、劇場のにぎわい進化【指標】初めて鑑賞者継続拡大（初めて来場者率）（R5:8.6%）（目標 8%） 

ｆ 地域の拠点劇場として地域文化振興の核となる（地域社会とのつながり） 

⇒芸術文化を通じたにぎわいづくりを全県に伝播し、文化振興の核となる（県内展開実績） 

【指標】管弦楽団（PAC）県内施設・団体と連携公演(R5:5 公演､目標 5)、県外劇場・団体との連携（R5：11公演） 



（３）効率性 
自己評価 

アウトプットに対して、事業期間が適切で、当初の計画通りに進んでいるか。 

1 年間（4 月~3 月）を通じたﾗｲﾝﾅｯﾌﾟを編成（管弦楽団は 9 月~8 月のｼｰｽﾞﾝ制）し、佐渡裕芸術監督ﾌﾟﾛﾃﾞ

ｭｰｽｵﾍﾟﾗ（7 月）とともに、幅広いﾆｰｽﾞに対応した多彩・多様な事業展開を計画通り継続して実施。令和 5

年度は、定期的に行っていた感染症専門家の研修（4 月_職員・委託業者 28 名参加）を最終回として実施。

感染拡大防止に最大限配慮し全 16 事業中 15 事業を実施。※1 事業（Cutting Edge KYOGEN は事業単位の

下限額を下回った為対象外） 

事業期間は適切で、当初の計画通りに進んでいる。 

事業期間にｱｳﾄﾌﾟｯﾄ（有効性で掲出）を着実に算出しており、『ｺﾛﾅ禍（ｺﾛﾅ禍後）の舞台芸術の継続』『開館

20 周年に向けたにぎわいの安定・継続』という目標に沿って運営を行っている。 

ｺﾛﾅの感染拡大防止に最大限配慮しながら、お客様（県民）が一日でも早く劇場で生の舞台芸術に接する

ことができる機会の提供をめざし、令和 2 年 6 月より「Meet-HPAC ﾘｻｲﾀﾙﾎｰﾙから」としてｵﾝﾗｲﾝﾘｻｲﾀﾙｼﾘｰｽﾞ

（無観客、映像配信）、「ｵｰｹｽﾄﾗ公演の再開に向けて～ﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝとﾃﾞﾓ演奏～」（関係者限定公開、映像配

信、演奏者間の距離確保、ｱｸﾘﾙ板ﾊﾟｰﾃｰｼｮﾝ設置による演奏試行）と様々な取り組みを実施した事が、劇場

からの来場者離れの抑制、ｺﾛﾅ禍後の劇場回帰への早さ（主催公演入場率（券売率）R5：92.2% ※H30:90.0%、

R2:82.6%）に貢献している。これらの取組みは、本助成金（令和 2 年度総合支援事業対象事業）を財源と

して実現した。 

アウトプットに対して、事業費が適切で、当初の計画通りに進んでいるか。 

令和 5 年度はｺﾛﾅによる影響はなく事業を実施出来た。券売努力による入場料収入の増、助成金の獲得

等によって当初より収入は増加した。鑑賞者により良い舞台芸術を届ける為、作品の質の向上を図ったと

ころ急激な物価上昇、円安（為替）の影響を受け、当初より支出も増加したが、消耗品経費の見直し等そ

の他経費を最大限切り詰める努力を実施し事業への影響を最小限に食い止めた。 

予算と決算の差は、収入 19.2％の増、支出 18.8％の増となった。事業費は適切であり、当初の計画通り

進んでいる。 

※過年度はﾛﾅ飛沫感染防止を図る距離の確保の為、一部公演で前方席の販売を停止していた 

※過年度は PCR 検査延べ 3,300 回実施、手指消毒の徹底等に関する経費が必要となっていた。 

 

【令和 5 年度】 

当初予算（収入）：204,097千円 

決  算（収入）：243,195千円 

・決算は当初予算に対して 19.2%増となった。 

 

当初予算（支出）：330,865千円 

決  算（支出）：392,977千円 

・決算は当初予算に対して 18.8%増となった 



（４）創造性 
自己評価 

事業計画の内容が、独創性、新規性、先導性に優れている（と認められる）か。 

芸術文化ｾﾝﾀｰは「劇場はみんなの広場」として人々が元気で輝き続ける劇場であり続けることが出来る

よう、開館以来、まちのにぎわいを創出するとともに、県内ﾎｰﾙとのﾈｯﾄﾜｰｸによる活動展開を図りながら、

県民生活の質的向上・社会的課題解決・地域創生の一翼を担っている。 

当ｾﾝﾀｰは、独創性、新規性、先導性に優れた事業を実施する為に、芸術監督等の舞台芸術経営のﾌﾟﾛﾌｪｯｼｮ

ﾅﾙを配置し（芸術監督：佐渡裕（指揮者）、運営責任者：事務局長（行政）、舞台技術陣）、佐渡監督のから

の様々な提案等を、公の施設として副館長が適正にﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄし、職員はじめ専門劇場の舞台技術陣と調整

し、現場と直結した迅速な意思決定、即断即決解決型の体制を特色としている。 

 当ｾﾝﾀｰの事業計画の中で代表的な事業である佐渡裕芸術監督企画によるﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽｵﾍﾟﾗは、毎年、世界水

準のｵﾍﾟﾗを全国的に稀なﾛﾝｸﾞﾗﾝ上演(8 公演）する取組み。令和 5 年度は「ﾄﾞﾝ・ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ」（夏のﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽ

ｵﾍﾟﾗｼﾘｰｽﾞでのﾓｰﾙｧﾙﾄ“四大ｵﾍﾟﾗ”の締めくくりとして実施。ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞｽﾀｯﾌやｽﾀｯﾌに国際的に活躍するﾄｯﾌﾟ

ｸﾗｽの人材を招聘し、日本・海外の出演者、ｽﾀｯﾌｶが一体となって作品を創り上げ、世界に通じるｸｵﾘﾃｨの作

品を上演。専属楽団の PAC ｵｰｹｽﾄﾗ演奏、ｾﾝﾀｰのｿﾌﾄとﾊｰﾄﾞを最大限に発揮し、ﾒﾄﾛﾎﾟﾘﾀﾝ歌劇場元首席演出家

ﾃﾞｳﾞｨｯﾄﾞ･ﾆｰｽ演出により美術、衣装、装置、照明のすべてが一つになって進行する総合芸術としての舞台

（ｵﾍﾟﾗ）を制作（新規性）。また、本公演を核とした地域の一大ｲﾍﾞﾝﾄとして事業を展開（独創性）。各地域

でのｵﾍﾟﾗ鑑賞ﾌｧﾝの広がり、継続した公演要望に応えて、本公演実施前に、①ﾊｲﾗｲﾄｺﾝｻｰﾄ:県内 7 市町 8 公

演を実施、②ﾌﾟﾚﾚｸﾁｬｰ:専門家の講師による上演鑑賞に役立つ予備知識を紹介することで舞台鑑賞力向上

に貢献、③館内の展示ｺｰﾅｰ「ﾎﾟｯｹ」（無料鑑賞ｽﾍﾟｰｽ）で、関連資料･写真を展示し、初めて鑑賞する方々に

も、より解りやすく親しみやすい内容とし、ｵﾍﾟﾗ公演を盛り上げる、④公開ﾘﾊｰｻﾙ：最終総稽古（ｹﾞﾈﾌﾟﾛ）

を、お客様役でｵﾍﾟﾗ舞台の制作過程を共有体験する機会を提供、⑤ｵﾍﾟﾗ前夜祭ｲﾍﾞﾝﾄ:公演初日の前日、芸

術文化ｾﾝﾀｰ前の高松公園にて、地元商店街等『西北活性化協議会』や地元学生等との共同企画により実施

し、街全体でｵﾍﾟﾗ公演を盛り上げ、より多くの住民が気軽にｵﾍﾟﾗに親しむ機会を提供し、地域の魅力ｱｯﾌﾟ、

まちのにぎわい作りに貢献している。 

 さらに、事業の独創性、新規性の大きな特色が、創造集団としての専属管弦楽団である。芸術的責任と

権限を有する「芸術監督」の下、ｵﾍﾟﾗでの演奏、県内劇場とのﾈｯﾄﾜｰｸ形成（県内外での公演）、小学校･特

別支援学校ｱｳﾄﾘｰﾁ活動、ｼｰｽﾞﾝ・ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ・ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ（市町ﾎｰﾙでのｱｳﾄﾘｰﾁ、公演）などのﾊﾟﾌﾞﾘｯｸｼｱﾀｰにふ

さわしい多彩な活動を展開し、地域における音楽文化の発展に寄与している。 

 また上記以外の独創性の高い事業として、「ﾜﾝｺｲﾝ・ｺﾝｻｰﾄ」とその翌年にお客様からの反響（ｱﾝｹｰﾄ）に

よりｱｰﾃｨｽﾄを選出する「ﾜﾝｺｲﾝ・ｺﾝｻｰﾄ No.1」、「なるほどﾊﾞｯｸｽﾃｰｼﾞﾂｱｰ」をはじめとする劇場への来訪への

敷居を低くする普及啓発公演（低料金で親しみやすい良質な公演）、当ｾﾝﾀｰへの複数回来訪（ﾘﾋﾟｰﾀｰ）を促

す「世界音楽図鑑ﾜｰﾙﾄﾞ･ﾐｭｰｼﾞｯｸ･ｼﾘｰｽﾞ」、「ｸﾘｽﾏｽ･ｼﾞｬｽﾞ･ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」、「ｽﾃｯﾌﾟｼﾘｰｽﾞ」「宮川彬良こどもの日

ｺﾝｻｰﾄ」の特色ある人気ｼﾘｰｽﾞ企画を展開している。 

ｺﾛﾅ後においても、感染予防を徹底しながら、舞台芸術の継続を模索し、公演を継続実施。親近感と期待感

を感じる劇場として、また、子どもたち（次世代）へのｱﾌﾟﾛｰﾁにより、広範囲な集客を招いている。演奏

会終了後には、多数の来場者が当ｾﾝﾀｰ周辺の商業施設を回遊し、飲食や物品ｻｰﾋﾞｽの購入等により消費活動

を活性化させるなど、地域のにぎわいづくり、経済波及効果にも大きく貢献している。 



自己評価 

事業の実施によって、当該劇場・音楽堂等の国内外での評価の向上につながっている（と認められる）か。 

国内外での評価 ～栄誉ある評価～【主な受賞】 

・関西元気文化圏ﾆｭｰﾊﾟﾜｰ賞「兵庫芸術文化センター管弦楽団」［H19.1.11 関西元気文化圏推進協議会 ］  

・関西元気文化圏賞特別賞 ［H23.1.20 関西元気文化圏推進協議会 ］  

・地域創造大賞（総務大臣賞） ［H23.1.21 (財)地域創造  ］    

・神戸新聞平和賞「佐渡裕と兵庫芸術文化センター管弦楽団」［H23.5.3 ㈱神戸新聞社］   

・関西元気文化圏賞 10 周年記念特別賞「佐渡芸術監督」［H25.1.22 関西元気文化圏推進協議会］  

・ﾐｭｰｼﾞｯｸ･ﾍﾟﾝｸﾗﾌﾞ音楽賞「兵庫芸術文化センター管弦楽団」［H29.4.24 ﾐｭｰｼﾞｯｸ･ﾍﾟﾝｸﾗﾌﾞ･ｼﾞｬﾊﾟﾝ］ 

【海外からの評価】 

・2012 年芸術監督ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽｵﾍﾟﾗ「ﾄｽｶ」で、芸術文化ｾﾝﾀｰが制作したﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝ（演出、舞台装置、衣装、

照明、映像）により、ﾄﾘﾉ王立歌劇場で、2016 年 2 月から 10 公演上演され、ﾎﾞﾛｰﾆｬ劇場で 2017 年 12 月

8 公演上演された。国内制作されたｵﾍﾟﾗﾌﾟﾛﾀﾞｸｼｮﾝが海外、中でもﾖｰﾛｯﾊﾟ有数の名門歌劇場の本公演とし

て上演されることは極めて稀で（日本ｵﾍﾟﾗ史上初）芸術文化ｾﾝﾀｰ制作のｵﾍﾟﾗ水準の高さ（国際ﾚﾍﾞﾙ）を

示すとともに、海外の実演芸術団体とのつながりを、より一層向上。 

・2022 年芸術監督ﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽｵﾍﾟﾗ「ﾗ･ﾎﾞｴｰﾑ」で、海外ｵｰﾃﾞｨｼｮﾝより選抜された若手出演者 2 名（ﾘｯｶﾙﾄﾞ･ﾃﾞ

ｯﾗ･ｼｭｯｶ、ｸﾞｽﾀｰﾎﾞ･ｶﾙﾃｨｰﾘｮ）が、新国立劇場 2023/2024 ｼｰｽﾞﾝｵﾍﾟﾗ「椿姫」に出演し高評価を得ており、 

 芸術文化ｾﾝﾀｰの若手発掘への慧眼の高さを示している。 

１．世界に向け発信する国際水準の創造公演 

 ・佐渡芸術監督企画によるﾌﾟﾛﾃﾞｭｰｽｵﾍﾟﾗ 

（現代まとう新たなﾓｰﾂｧﾙﾄが 兵庫芸文の「ﾄﾞﾝ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ」2023.7.16_朝日新聞【資料 8】） 

（佐渡裕指揮「ﾄﾞﾝ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ」作品の深み未来を照らす_2023.8.4_日本経済新聞【資料 9】） 

（兵庫芸文佐渡裕指揮の「ﾄﾞﾝ･ｼﾞｮｳﾞｧﾝﾆ」ｵﾍﾟﾗの歓び、ここにあり_ﾓｰｽﾄﾘｰｸﾗｼｯｸ 10 月号【資料 10】） 

２．地域や世界に向けた人材養成 

 ・創造集団である楽団の設置・運営は、芸術文化センターが掲げるﾐｯｼｮﾝ遂行のための強みであり、持続

的な創造活動ｱｶﾃﾞﾐｰ機能として世界に向けて優秀な人材を輩出し、国際ﾌﾟﾚｾﾞﾝｽ向上に貢献。 

 ・物価高騰、円安が続く中、国内外から若手演奏家を集め、育てる兵庫の独自性を維持する為にｸﾗｳﾄﾞﾌ

ｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞを実施。 

 ・県内各地域で行う「ｼｰｽﾞﾝ・ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ・ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙ」は、演奏会の他にも芸術監督による地元 

  中学生への公開ﾌﾞﾗｽｸﾘﾆｯｸ、楽団ｱｳﾄﾘｰﾁ、公開ﾘﾊｰｻﾙの実施等の地元住民との交流を通じて、地域の音 

楽文化熟成とにぎわいづくり、県内市町村文化施設ｽﾀｯﾌのｽｷﾙｱｯﾌﾟに貢献。  

  （劇場とｵｹが一体、地元で愛されているのが分かる」2017.10.7_神戸新聞【資料 11】） 

  （唯一無二の楽団「PAC」2021.9.16_産経新聞【資料 12】）（つなぐために_2023.10.25_毎日新聞【資

料 13】）（R5_楽団クラウドファンディングチラシ＆お礼（HP 掲載）【資料 14】） 

３．地域との連携 

・阪神淡路大震災からの復興のｼﾝﾎﾞﾙとして開館した芸術文化センターを核として、地元商店街等による

「西北活性化協議会」を設立し、地域と連携したにぎわい創出のｲﾍﾞﾝﾄを実施。5 月でｺﾛﾅが 5 類扱いとな   

り、ﾎﾟｽﾄｺﾛﾅと芸術（劇場）の位置づけについて。地域協働・地域密着の劇場として。 

 （「復興の象徴」2015.8.21_朝日新聞【資料 15】）（「人々の「心の広場」に 2022.9.8_産経新聞【資料 16】） 

 （「西北の夏の風物詩」2022.7.18_神戸新聞【資料 17】）  



（５）持続性 
自己評価 

事業計画を通じて組織活動が持続的に発展する（と認められる）か。 

阪神・淡路大震災からの創造的復興、文化復興のｼﾝﾎﾞﾙとしてこれまでの運営で蓄積してきた施設の強み

や特色を発揮し、設置者である兵庫県と連携し安定した運営基盤の確保を図り、地域特性やﾆｰｽﾞへの対応

を前進させ、事業計画を通じて“兵庫県芸術文化振興ビジョンの実現”“芸術文化立県ひょうご”に向けた

歩みを進めている。 

「組織」「資金」「ﾈｯﾄﾜｰｸ」の中長期的安定・維持の為に次の仕組みで運営。 

・多彩で魅力ある舞台芸術の創造発信とともに、安全・安心・快適な劇場空間、適正で効率的な劇場運営

を支える体制を構築 

・優秀な人材の確保・育成（継続雇用）を図りながら、円滑な世代交代を実施。有期雇用者の中からﾌﾟﾛﾊﾟ

ｰに選抜し、正規雇用率の引き上げを実施（H17_7 割→R3_6 割→R8_7 割）。 

・女性の積極的な採用を実施し、女性の管理職比率 30%以上。副館長はじめ 4 部長のうち 2 部長が女性に

よる。 

・県費（指定管理料、補助金）をﾍﾞｰｽに経営効率を高めるとともに、ﾌｧﾝの期待に応える、ﾒﾆｭｰの充実、舞

台のｸﾞﾚｰﾄﾞｱｯﾌﾟ、公演数維持、ﾈｰﾐﾝｸﾞﾗｲﾂ、賛助会員(地元企業の応援）の獲得・継続努力、各種公演ごと

に協賛金、民間助成金の獲得・継続努力を実施。 

・R5 年度は兵庫芸術文化センター管弦楽団（専属楽団）の運営費（ｱｶﾃﾞﾐｰ機能維持）に充当する為、初の

ｸﾗｳﾄﾞﾌｧﾝﾃﾞｨﾝｸﾞを実施し、10,331 千円（573 名）の支援獲得。（芸文センターHP【資料 17】） 

・ｵﾍﾟﾗﾊｲﾗｲﾄｺﾝｻｰﾄ、楽団ｼｰｽﾞﾝ・ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞ・ﾌｪｽﾃｨﾊﾞﾙを県内施設で実施し、芸術文化ｾﾝﾀｰｽﾀｯﾌによるｽﾃｰｼﾞ

ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄの支援や様々な角度での交流を行い、市町文化施設職員のｽｷﾙｱｯﾌﾟに貢献。また、他の文化施設か

らの研修生受け入れを実施。 

・委託業者とのﾐｰﾃｨﾝｸﾞ（週 1 回）、経営会議（月 2 回）等による部門間の総合調整、運営委員会（年 1 回）

に中長期的方針を決定。安定した事業実施の為に、施設・設備の適正なﾒﾝﾃﾅﾝｽ・改修計画を策定、実施。 

持続的なアウトカムの発現・定着が期待できるか。 

事業成果（ｱｳﾄｶﾑ）「芸術とつながる、地域社会とつながる、人と人とのつながり、地域・世代を超えたつなが

り」を設定し、事業成果（ｱｳﾄｶﾑ）を達成する為の事業を①国際水準の創造発信（質）、②人材養成（人）、③舞

台芸術の普及（ひろがり）、④ﾈｯﾄﾜｰｸの形成（連携）、⑤全体に共通する視点として感染症対策（with ｺﾛﾅ、after

ｺﾛﾅ）の視点から設定。 

各事業を遂行することで求められる事業遂行の結果（ｱｳﾄﾌﾟｯﾄ）「高い運営実績の継続、質の高い創造芸術の

発信継続、幅広いﾆｰｽﾞに応える公演を継続発信、優秀な人材を継続養成、県内外劇場とのﾈｯﾄﾜｰｸ強化、地域舞台

芸術団体の連携・支援、大学等との連携、感染予防対策の徹底、地域人材・組織の活用・支援」を設定し、事業

成果（ｱｳﾄｶﾑ）を導くための目標を設定。 

 新型ｺﾛﾅｳｨﾙｽ感染症収束によって、事業は期間・予算共に適切に実施し、目標を達成していることにより、事

業成果（ｱｳﾄｶﾑ）の発現・定着についても期待できる。 

 


